
4一メチルフェニレンー1，5一ジアミンの

濃縮度試験成績報告書

1．試験期間

2，試　餐　名

　　　構造式

昭和52年1月10日　～昭和52年4月22日

4一メチルフェニレツー1，5一ジアミン（諦茄・K－200）

偽
NH2

　　　　　　　　　　　　NH2
5．試験方法及び条件

糞購蕪｝魚介勤……瞠一瀟・一

　5．1　試験装’置及び■機器

　　＠）水』系環境調．節装世流水式
　　（b）　ガ・スクロマトグラフ　　日本電子社製　20K五型

52試験毫件
　5，2，1　　T　I・垂試験

　　（a）試験魚

　　　　ヒメダカ平均体重　巳5g、塩化第＿水銀検定合格魚※

　　　※田端健二　用水と廃水　IL4　1297～1503（1972）

　　（b）溶解法

　　　　水に可溶

　　（c）試験温度
　　　　　　　　　　25±2℃

3．2．2

　　　　　　　　　48時間TL皿値　850皿m（卿）

　縫縮度試験

　（1）止水状態で10卿塩酸クロロテトラサイクリン溶

　　液にて24時間薬浴を1回行った。

　（2）　順化条件　　25℃x14日

　　　　　　　　　ガラス製容量1001

　　　　　　　　　　　　　　流水量　5821／日

　　　　　　　　　コイ　平均体重　約29g

　　　　　　　　　　　　平均体長　約10α”

　　溶解法
　　　　　　　　　52．1（b）に同じ

　　設定濃度
　　　　　　　　　25±2℃

　　設定濃度

　　　分析限界及び試験水槽中での供試物質の毒性等を

　　　　　　　　　　※　　考慮して設定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位騨）

（己）結　　　果

（a）外部消毒及び順化

（切　試験水槽

（c）試験魚

（
d
）

’（e）

（f）

供試物質

第1濃度区 0．5

第2濃度区 巳05

※　5、1、5，2にて補足説明するo



実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppm）

2W 5w 4w 6W

第1濃度区 0，221 0，252 巳244 a245

第2濃度区 〔L日25 0，026 0，028 0，031

5，2．5　分析試料の前処理

（a）魚体 試　験　魚

　　　・体重測定

　　　・細片化

騰微鍋）卜回

　　　　ぺ

魍ろ
液

・アセトン留去（’ロータリー荘バポレrター）

抽　出　物

　　　・←2N一腰　　 100ml

　　　←n一ヘキサン　100皿1

　　　・抽出（振とう10分間）

n一（キナン’屠 水 層

以下 頁に続

前頁より引続き

函

t

∫

1←5N一撮化ナトリウム瀦7皿
3

、←塩化ナトリウム　　　50g

τ繍留儲チ／・・回

ジクロロメタン層

（b）

　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）
　　　　r．濃縮（ロータリー助一ターで練5皿まで）

　　　　1

遍鱗隈糊
試験水

　　試　験　水
　　　　　　　　　　　　第1濃度区

・採水

←塩イヒナ　ト　リ　ウム

←ジクロロメタン

・抽出（振とう

水　　層　　ジクロロメ」タン層・

　　　　第2濃度区

200mユ　　20DOmユ

609　　　600g
，5 P雰間）250皿／×2画奪

・脱水（無水硫酸ナトリウム）

・濃締（ロータリーエベ赤レ→一で約5血ユまで）

・2mlに定容（エアーをふきつけ濃縮）

胆C試料1



t

5．2．4　分析条件

　　　　ガスクロマトグラフ

　　　　キャリアガス

　　　　検　　出　　器

　　　　充てん剤

4．試験結果

カ　　ラ　　ム

カラム温度

表一2

日本電子社製　20KF型

Nl

P工D

シリコン　OV－173剛クロモソルブW

　　AW－D箪C8　80／100メッシュ

ガラス　 2㎜φxlm

150℃

濃　　縮　　倍　　率

Fコ2w5W4w
l第膿区15以下5以下5以下
　　　　　　　5以下　　5以下　　5以下

6w－I

5以下
　　　2　，　3
5以下

付図1付表

5，4」6

　　　　■50以下
第2濃度区

　　　　　50以下

5・以下1

－5・�
50以下50以下
　　　　　　　2，55，5，6
50以下50以下1 「 1 1 f 1

以下次頁に続く

5．備　　　考

　5、1　水槽濃度設定理由

　　　48時間TL皿値は850卿であり、当初5及び巳5－P即一．に設

　定して試験を始めたところ、4日目頃より高濃度区にむいて魚に

　異常（眼球突出，夢遊泳）が現われたため試験を中断して原因

　を追及した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ讐〆し7りヵ、仁主《’
　　この結果・供試物質を加熱溶解（8D℃）すると酸報物が生成

　されるらしく、48時間TLm値も約50PP皿と極端に低下ナる

　ことがわかったが、常温で溶解した供試物質が実水槽中で酸化

　されるか否か不明である。したがって魚への異常出現の原因は

一つ`’め励つたが満温擁した供試物質の48時間TLm値の
　ず　　　　　　　コ
　100　・1000一に濃度を設定した。

5、2　分析限界について

　　機器の分析限界（図一惨照）は、約1。～1．5卿で劾

魚体重50g・最終液量を2皿1に・回収率は65チと考えれ一ぱ

　　　　　まさ

　　　65　30　＝毛54中土5騨と劾
　　一　X　－　　　100　　　2

魚体中濃度で約工5ppmが分析限界である。

　　したがって飾齢低暢合は藷一5・講一・、5

す左わち第1濃度区で5倍以下、第2濃度区50倍以下表示

と．なる。

以 上


